













中 尾 桂 子
概要
中尾 (2017) で問題提起した課題 (動詞が品詞転成して名詞になった転成名詞は, 意味
分類に応じて統語上も共通する観点が見られるのか) の再検討結果を報告する｡ 西尾
(1961) に準じる松村 (2003) の転成名詞の意味類型で ｢動作・作用など｣ に分類され
ている 〈a.動作・作用そのもの (～スルコト)〉, 〈b.動作・作用の内容〉, 〈c.動作・作
用のありさま・方法・程度・具合・感じなど〉 の３群の転成名詞, 計36語を, その使用
形態別使用頻度を指標にクラスター分析, 因子分析, 対応分析など量的な観点から探索
的に分析し, 使用形態と意味上の分類の関連性を見た｡ 結果, 意味上, 異なるカテゴリー
での統語上の振る舞いに, ある種のカテゴリー特性と認められるものがあると考えられ
た｡ その特性には典型性において連続性が認められる場合, あるいは, カテゴリーを超
えた共通性に起因する場合があるったが, 分析対象数を増やしても, 中尾 (2017) で指
摘した意味分類上の枠組みと使用形態の頻度との関連性が追認されたと言えるだろう｡
キーワード
転成名詞, クラスター分析, 因子分析, 対応分析, 日本語初中級学習者
１. はじめに
例えば, 動詞, ｢眺める｣ から派生した名詞, ｢眺め｣ は, 元の動詞の連用形
が名詞に品詞転成したものである｡ サ変動詞の語幹となる ｢動作性名詞｣ とは


















この転成名詞の割合は動詞の30～40％である (金2003)｡ また, 転成後も,
意味や, 使用方法において, 完全に名詞として振る舞うわけではなく, 複合化
されにくいなどの構文上制限が見られるものも多い (西尾, 1961)｡ 名詞性が
どのように現れるか, 構文上の傾向がどの程度一般化が可能か, 依然, 構造上

















する誤用を防ぐ指導のためには, 使用形態上の傾向を, 少しずつでも, ある程
度見渡せるような手がかりを出しておきたい｡
本稿では, 松村 (2003) が西尾 (1961) の意味分類を整理して再編纂した転




念頭に, 中尾 (2017) で用いた統計的手法で分析を継続する｡
量的分析として, まず, 対象全語を変数に, 文中でのその語の前後１語をケー
スとしてクラスター分析を行い, 判別分析を経て, コレスポンデンス分析でそ
の対応関係の内容を見る｡ さらに, 特徴的な振る舞いが見られるケース (形態)
における回帰分析を行う｡ 使用上の形態として, 分析対象語の前後１語の形式








できるほど希少な現象ではない (金2003)｡ また, 名詞, 動詞という品詞分類
上, 名詞と動詞の連続した位置づけの範疇の問題であることから, これまで,
言語学や国語学の観点から多くの分析がなされ, 語構成や統語上の形態的な特
徴, 意味, 用法で転成名詞の分類がなされてきた｡ その初期の研究としては,
山田 (1936) や西尾 (1961) があるが, これらは, 形態上の特徴で分けた後,
意味上の特徴で分類している｡ これら初期の考察をベースに, いくつかの方向
に別れて分析が進められ, 複合語の問題として (山田1963, 奧津1974, 村木
1981, 加藤1987), また, 結果解釈の観点 (八木2012) から, さらに, プロト
タイプの観点 (岡村1995) や, 意味上の特徴で細分化 (山本1991, 松村2013)
などと研究が進められている｡


















｢(試験を) 受けに行く (来る)・受けは (も・さえ等) する (しない)・
お受けになる｣ などの 〈受け〉 のような用法は, 連用修飾語をとること
ができ, 多くの動詞に普遍的にみられる, 動詞と名詞の両性質を有する
用法であって, これらは未だ連用形名詞とは考えない｡ 〈中略〉 ｢彼は
(友人間の) 受けがよい｣ の 〈受け〉 のような場合には, すでに連体修
飾をとり得るから, 名詞に転じたものとして, 連用形名詞の範囲に含ま
れる｡ (西尾1961)
西尾 (1961) は, 語構成上の成り立ち方 (形式) に基づいて, 大きく, １,
２に分け, ついで, ｢い｣ ｢ろ｣ 以下に分類した｡
1. 動詞連用形だけで成り立っている名詞
い. 連用形一つで成り立っているもの
(遊び, 扱い, 救いなど) ---------------------- (A)
ろ. 連用形二つ (以上) で成り立っているもの
(受入れ, 請負, 組立てなど) ------- (B)
(売れ行き, 飛び読み, 切り売りなど) ---- (C)
(売り買い, 貸し借り, 上げ下げなど) ---- (D)
2. 動詞連用形を含んでいる名詞
い. 下位成文として
(雪どけ, 火入れ, ねじ廻しなど) --------------------------------- (E)
ろ. 上 (中) 位成文として
(干し草, 届け先, 飛び地など) ---------------------------- (F)
ただ, この分類は, 転成名詞にのみ焦点を当て, さらに, 名詞であることを
前提とした考察であることから, 定義の際に基準とした ｢動作性｣ の位置づけ
が見えにくい｡





イ 動作・作用そのもの [何々スルコト] 泳ぎ, 調べ, 貸し出し





イ 他動詞から [何カヲ何々シタ結果デキタモノ] 包み, 貯え,
綴じ込み, 割り当て
ロ 自動詞から [何カガ何々シタ結果デキタモノ] 余り, 固まり,
氷, くぼみ
３. 動作・作用の主体 [何々スルモノ・人｡ ソレ (ソノ人) ガ何々スル]
イ 人をあらわす [何々スルモノ (コトヲ業トスル) 人], 見習
い, 手伝い, 付き添い,
ロ 人以外 [何々スルモノ] 流れ, 妨げ, 支え,
４. 動作・作用の客体 [何々スルモノ・人｡ ソレ (ソノ人) ヲ何々スル]
つまみ, 差し入れ, 手提げ
５. 動作・作用の手段 [何々スルタメノモノ｡ ソレデ何々スル] はかり,
はたき, カン切り
６. 動作・作用に向けられる目標 [何々スル (タメノ) モノ｡ ソレニ何々
スル] こぼし, 糸巻き
７. 動作・作用の行なわれる場所 [何々スルトコロ] 通り, (地の) 果て,
受付
８. 動作・作用の行なわれる時間 [何々スルトキ] 暮れ, 終わり, 夜明け
この西尾 (1961) の意味での分類が, その後の転成名詞の研究の発展基盤と




















く, たとえば, 修飾語と共起したユニットを形成するものか, それとも, 動詞
文の中で単独の成分として使用できるのか, または, ｢です｣ ｢だ｣ などと合わ





西尾 (1961) のこの分類の中には, 現在の視点で見ると, 人道上, 問題があ
る例や, もはや使用されないと考えられる語も多い｡ 本稿では, 基本的に西尾
の分類基準に従うものの, ８類型の西尾 (1961) を７類型に修正して, 用例を






究からの示唆が少ない｡ 中尾 (2017) は, 意味と形態との関連性を調べるため
に, まず, 転成名詞の性質が名詞よりなのか動詞よりなのか調べた｡ 結果, 動
詞連用形が転成名詞として使用される場合, 名詞として使用されることが多い
語か, 動詞連用形の使用の方が多い語かには, 質的な違いがあること, ならび
に, 人によってその捉え方に差があると考えられた (中尾2017)｡ しかし, 名
詞としての性質上の安定が, 即, 転成名詞の使用の制限に関連するかはわから
なかった｡ その一方で, ｢動作, 作用のありさま・方法・程度・具合・感じな




(中尾2017)｡ そのため, 中尾 (2017) では, 同分類の使用頻度の多い５語 ｢暮
らし｣, ｢構え｣, ｢出来｣, ｢当たり｣, ｢育ち｣ における転成名詞と形態との関係
をクラスター分析, ならびに, コレスポンデンス分析等で相対的に比較した｡
その結果, クラスター分析, コレスポンデンス分析, 重回帰分析でも, 分野に
共通する使用形態, ならびに, 語ごとの特徴的な使用形態がうかがえたことか
ら, 意味的な分類と形態的な特徴とに関連性がうかがえた｡
また, 使用形態から見た場合, よく似た使用形態の語と, 使用形態が異なる
語とがあると考えられたが, それがグループ間でも見られるかを検証していか
なければならない｡ 引き続き, 本稿でも, 同一分野内の別グループ間の関係を
比較し, 転成名詞の意味分類と形態の関係について検証する｡
本稿では, 松村 (2003) の分類のうち, 大分類 ｢１. 動作・作用など｣ の中
の 〈a.動作・作用そのもの (～スルコト)〉, 〈b.動作・作用の内容〉, 〈c.動作・
作用のありさま・方法・程度・具合・感じなど〉 の３つのグループ内の36語に
対して, なんらかの傾向が見いだせるかを念頭に, 中尾 (2017) の分析を継続
する｡ 本稿でのRQは, 安定性の低い転成名詞にも, 使用頻度, 意味分類, 使
用形態に, 関連性, 共通点があるかということである｡
3.2 データ
『現代日本語書き言葉均衡コーパス通常版』 (BCCWJ-NT) から ｢中納言｣




索対象語104,911,460語, すなわち, １億語あたりの頻度となるため, そのまま,
調整せずに比較する｡
｢中納言｣ での検索キーを表１右列にあげる｡ 表１の左列は意味分野の別で


















表１：大分類 ｢１. 動作・作用など｣ の検索キーとなる語
下位の意味分野 検索キー (36語)
a.動作・作用★
泳ぎ, 釣り, 笑い, 覗き, 揺れ, 守り, 脅し, 囁き, し
くじり, 引っ手繰り, 取り調べ, 貸し出し, 貸し切り,
繰り上げ, 乗り換え (15語)
b.動作・作用内容●
考え, 教え, 読み, 話 (バナシ163は含まず), 語り (カ
タリ・ガタリ両合算), 望み, 楽しみ, 企み, 願い, 悩
み, 祈り, 勤め (12語)
c.動作・作用様子▽
暮らし, 構え, 育ち, 成り立ち, 付き, 滑り, 座り, 出
来, 当たり (９語)
なお, 今回検索した36語では, 読み方が清音, 濁音両方あったとしても (例：
｢語り｣ のヨミ ｢カタリ｣ ｢ガタリ｣ など), 清濁音は区別せずに同じ語として






とする｡ 文中での使用形態は, その統語上, 大きく三つ, すなわち, 転成名詞
が被修飾語になる場合, 転成名詞が格構造の中の１成分である場合, 述語を構
成する要素である場合とに分けられるが, 単に前後１語の形態的な特徴で見る
と, それぞれ次のようなものに相当すると推測された｡ たとえば, 転成名詞が,
格構造の中の１成分となっている場合, 転成名詞の直前, 直後に, 格構造の指
標である格助詞や係り助詞が来ることが多いと考えられる｡ さらに, 述語を構
成する要素となっている場合は, コピュラ文の指標, いわゆる助動詞相当語句
が直後に来る場合が多い｡ また, 直後, すなわち, すぐ右側に, 句読点や, B
CCWJで文の切れ目を表す ｢#｣ がある場合は, 言い切りとして, 単独の１語
文相当を含み, コピュラ文のカテゴリーに分けられる｡
8
連体修飾語句 (節) を受ける場合は, 文中で転成名詞の直前, つまり, 転成
名詞のすぐ左側にある語が連体助詞 ｢の｣, イ形容詞, ナ形容詞, 動詞である
か, を見れば, 転成名詞の前の構文上の環境が推測できる｡ また, 直前に他の




なお, BCCWJでは, 動詞の ｢連用形｣ として利用されている用例のうち,
名詞以外の語句と結びついて慣用句の構成要素となっているものがあった｡ た
とえば, ｢入り｣ が ｢お｣ ｢気｣ ｢に｣ と複合化して, または, ｢気に入り｣ に
｢お｣ がつく形で, ｢お気に入り｣, さらに, ｢気に入り｣ という転成名詞なのか
複合化した慣用句なのか判断がつきにくい形を形成するものである｡ 例にあげ
た ｢気に入り｣ の用例をBCCWJで検索してみると, 162例あったが, 今回は,
名詞の複合語を直前直後の1語と転成名詞で構成するものとして数えるため,






て, 今回も, 直前, 直後の１語のみの形式に着目するだけとしておく｡
以上の転成名詞の文中での振る舞い (連体修飾時の形や格構造中での使用方






















種別に条件指定して, 使用頻度を計上していく｡ BCCWJでの転成名詞は, 基
本的に, 品詞の大分類が ｢名詞｣ として登録されているが, 松村 (2003) の83
語の中には, BCCWJ上で ｢動詞｣ として登録されている転成名詞もある｡ そ
の誤登録は中尾 (2017) で考察したため, 今回の検索では考慮せず, ｢語義素｣
として転成名詞の見出しを指定する際, ｢品詞｣ は ｢名詞｣ のみを対象とした｡
例えば, ｢泳ぎ｣ の場合, ｢語義素｣ を ｢泳ぎ｣, 品詞 (大分類) を ｢名詞｣, さ
らに, 発音形出現形を ｢オヨギ｣ で指定して, その語の後に続く品詞を ｢助詞｣
と指定し, その前後１語ずつを表２の27種毎に検索して, 使用頻度数を記録す
るというものである｡
前回, 中尾 (2017) では, ｢キー｣ 列の前後の共起関係を見て頻度を数える
のに, BCCWJの検索結果を, さらにAntConcを用いて対象語をソート, 取捨
選択, カウントしたが, ｢中納言｣ との併用による時間的コストと工程の複雑
さによるミスを回避するために, 時間はかかるが, 該当する語の数が明確にな








































転成名詞の意味上の分類観点と形態との関連性 (RQ) を見るために, どの
統計手法が望ましいかは一概に決められない｡ そこで, 転成名詞の文中での使
用上の形態と, 意味分類を使用頻度での関連づけるため, 統計的手法を用いて,
複数の変数間の関係から, 変数の共通性や独自性を確認する｡ また, 転成名詞
の用例グループの中に, 形態的な特徴が, そのグループにカテゴライズされる
要因として関係しているか見るため, 転成名詞の前後の形態を変数とし, 語を
ケースとして, 表１の指標に基づき, 表２の頻度表に整理した後, 探索的な統
計的分析を行う｡
統計的手法として, 転成名詞をケースとして, また, 文中での使用形態を変
数として, クラスター分析, 判別分析, コレスポンデンス分析, 因子分析を順
に実施し, 両者の傾向的な関係から, 意味的なグループ分けについて考察する
手がかりを得ようと考えたことによる｡









ために, ３群以上の関係を数学的に自動判定する判別分析 (正準判別法) を行
い, 多重散布図を得ることで, 視覚的に群間の関係を見てみる｡ また, コレス
ポンデンス分析にてケースと変数の関係を直感的に見ることで, 両者の関係の























るものは図２の右側の点線の枠の中の7語, すなわち, b.動作・作用内容 ｢話｣
｢楽しみ｣ ｢考え｣, a.動作・作用の ｢貸し出し｣ ｢笑い｣ と, さら, にc.動作・





自動判定する判別分析 (正準判別法) を行い, 多重散布図 (判別得点2 1-1362
717) を得た (図３)｡ 図３の周辺部に, 転成名詞としての形態的な特徴の有無











図２ 転成名詞 (３グループ) のクラスター分析結果図
そこで, 図２の７語を踏まえ, これらの語と前後1語の形態との対応関係
(コレスポンデンス分析：図４) を見ると, たとえば, ｢引っ操り｣ は後続する


















































｢話｣, ｢考え｣, ｢楽しみ｣, (教え, 願い), 〈a.動作・作用〉 の ｢笑い｣, (オヨ































また, X=因子１, Y=因子３の図７からも, 最初に行ったクラスター分析の
結果, 多くの転成名詞とは異なり, 特異性があると考えられた 〈b.動作・作用
内容〉 の ｢考え｣, ｢話｣ の独自性が伺える｡
図８からは, 〈b.動作・作用内容〉 の ｢話｣, ｢考え｣, ｢祈り｣, (楽しみ), 〈c.


































平方和 自由度 不偏分散 Ｆ検定値
全変動 2.8343E+06 34 74.4005
回帰変動 2.8343E+06 24 117439.14 確率値





説明変数を ｢前-の, 前-い形容詞, 前-ない, 前-V, 前-V-た/ (だ) った, 前-連体
詞, 前-で, 前-と, 前-から, 前-より, 後-の, 後-が, 後-に, 後-を, 後-で, 後-係,
後-へ, 後-から, 後-まで, 後-より, 後-副助接尾, 後-コピ助動, 後-か, 後-と｣ とし
て, 重回帰分析を行ってみた (図９)｡







率 0.5549, 残差の正規性あり 重回帰式の検定利用可能 重回帰式の有効性
の検定：Ｆ検定値74.40051, 自由度24, 10, 確率値0.00000, 重回帰式は有効
AIC 363.23, DW比1.9669)｡
重回帰の結果をふまえて, 変数から, 図９で見られた特定の形態で使用され
る独自の転成名詞, すなわち, 〈b.動作・作用内容〉 の ｢ ｣, ｢  ｣ と, 〈c.
動作・作用様子〉 の ｢   ｣ を除いて再度, クラスター分析にかけてみると,
図10のクラスター図のようになった｡ 左端がプロトタイプ的で, 使用形態が類
似していそうなものだと考えると, 右端にあるものは, 〈a.動作・作用〉 の
｢泳ぎ｣, ｢覗き｣, ｢しくじり｣, ｢貸し切り｣, ｢引っ手繰り｣ と, 〈c.動作・作用
様子〉 の ｢座り｣ であった｡ これらは, 上のいくつかの分析でも, 特徴的にそ
の独自性が見られる形態で使用されると考えられた転成名詞である｡ ただし,
〈b.動作・作用内容〉 の ｢悩み｣, ｢楽しみ｣, ｢願い｣, ｢教え｣ と, 〈a.動作・作
用〉 の ｢笑い｣ という, 上で行った分析の際には際立って独自性が見られなかっ
たものも含まれていた｡ これらも, 構文上, 名詞性の高い形態的特徴が見られ
る語だと考えらるが, さらに詳細な検証の後で考えた方がよいだろう｡
５. まとめ
以上, 探索的ではあるが, いくつかの分析を重ねてみていくことで, 転成名
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詞の構文上の特徴として, 名詞としての振る舞いが影響している点が中尾









ただし, 本稿での考察は, まだ, ごく限られた形態面からの分析を試みた程
度で, 一般化するまでにはより詳細な分析を考える必要があり, また, その手
法, 方法上の工夫も考えていかなければならない｡ 中尾 (2017) でも指摘した
が, 形態的な特徴が, １つの明確な傾向としてではなく, 複数の条件が重なっ
た形で現われることも考えられるため, 今回のように転成名詞の前後１語の形
式的要素だけではなく, ２－３語の組合せでも検証を行い, さらに, 各グルー
プ内の意味分類とも合わせて関係する特定できるか試みる必要がある｡
今後, さらに, 詳細な検証を続けることにより, 初中級以上の日本語学習者
に, 使用上の注意をリスト化するなどの方法で有益な情報を与えられるよう,
ケース, 変数の取り上げ方を工夫すること, また, 意味分野の語を増やして同
様の検証を行った上で, 別の意味分野の傾向との比較を通して, 各意味分野の
特徴として現れてくる使用形態についての概要をまとめ, 抽象化, ならびに,




College Analysis :http://www. heisei-u. ac. jp/ba/fukui/analysis. html
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１. 動作・作用など
ａ. 動作・作用そのもの (～スルコト) 15
泳ぎ, 釣り, 笑い, のぞき, 揺れ, 守り, おどし, ささやき, しくじ
り, ひったくり, 取り調べ, 貸し出し, 貸しきり, 繰り上げ, 乗り換
え
ｂ. 動作・作用の内容12
考え, 教え, 読み, 話, 語り, 望み, 楽しみ, たくらみ, 願い, 悩み,
祈り, 勤め
ｃ. 動作・作用のありさま・方法・程度・具合・感じなど９
暮らし, 構え, 育ち, 成り立ち, 付き (が回ってくる), 滑り (がい
い), すわり (が悪い), 出来 (がいい), 当たり (が柔らかい)
２. 動作・作用の所産・結果
ａ. 他動詞から
写し, 控え (をとる), 包み, 貯え, 稼ぎ, もうけ, 見積もり, きざ
み (たばこ), 握り (寿司), ちらし (を配る), 借り／貸し (がある),
20
彫り, 飾り, おろし, 盛り (そば), (鯵の) 開き, (鰹の) たたき,
煮込み, 差し入れ, 書き置き, 書き下ろし, 盛り合わせ, 綴じ込み,
割り当て
ｂ. 自動詞から
(落語の) 落ち, 余り, 残り, 固まり, 聞こえ, 響き, 氷, しみ (染),
はげ, 腫れ, (肌の) 荒れ, へこみ, ゆがみ, 破れ, ひび割れ, むく
み, かぶれ, 吹きこぼれ, ほころび, よごれ, 誤り, 狂い (がない),
へだたり, ずれ, 違い, 入り (が悪い)
３. 動作・作用の主体
ａ. 人をあらわす
忍び, もぐり, 迎え, (落語の) 取り, 見張り, 見習い, 手伝い, 付
き添い, 取り巻き, 呼び出し (相撲), 飛び入り, 跳ねっ返り, 欲張
り
ｂ. 人以外
流れ, 群れ, 妨げ, 支え, 浮き, 代わり, 続き, つぼみ, しがらみ,
おまもり, お化け, 生まれ変わり
４. 動作・作用の受け手
つまみ, 開き, 引き出し, 引っかかり, ねじ, 合わせ, まわし, まと
い, 重ね, 連れ, 連れ合い, たより (にする)
５. 動作・作用の手段・道具
はかり, はたき, はさみ, ふるい, つなぎ, しぼり (カメラ), こや
し, せき (堰, 関), 囲い, おはらい, お弔い, おひろめ, (お) 祭り
６. 動作・作用の行なわれる場所
(文の) はじめ／終わり, 通り, 渡し, (町の) はずれ, (地の) 果て,
とまり (宿, 港), 張り出し (窓), 受け付け, (台所の) 流し, まわ
り, 振り出し (すごろく), 書き出し, 並び (にある), かくし (ポケッ
ト)
７. 動作・作用の行なわれる時間
暮れ, 始まり／終わり, 行き／帰り, 休み, 締め切り, はね (終演),
(彼岸の) 入り, お開き
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